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維持－１

●具体的な整備内容

1)堤防・護岸
①機能低下の恐れがある場合は、対策を実施する。
②堤防内部の空洞化等の恐れのあるものは、応急的対策を実施する。
③堤防除草後の刈草の処理については再資源化処理方法を継続検討の上実施する。
なお、堤防除草にあたっては、河川環境や住民の生活環境に配慮する。
④堤防の維持管理について、住民・住民団体との連携を図るものとする。
＜実施事例＞
○木津川下流部の堤防除草では、貴重な植物が生育していることから住民団体と共同で調査し、
植物の情報を共有するとともに除草時期に配慮している。
○桂川松尾橋右岸下流及び山科川左岸では、堤防裏面の維持管理を、住民団体と連携して、実
施している。

2）堤防・護岸以外の河川管理施設
河川管理施設（水閘門・堰・排水機場・樋門等）の適正な管理を行う。特に機械設備等は常時作動
可能な状態を保持する必要があり、日常点検を実施し必要な維持修繕を継続して実施する。
①老朽化対策の実施
施設の信頼性の向上と長寿命化が図れるように、定期的な点検整備と計画的な維持修繕、設備
更新を実施する。
○ 淀川大堰及び毛馬排水機場等関連施設
○ 瀬田川洗堰
○ その他の排水機場・水閘門等河川管理施設
②歴史･文化的価値のある施設の保存
過去の歴史的な施設として後世に伝えるために、定期的な点検整備と計画的な維持修繕を実施
する。
○ 旧毛馬閘門及び洗堰
○ 三栖閘門及び洗堰
○ 南郷洗堰
その他の歴史・文化的価値のある施設についても、関係機関と協議の上、保全対策等を検討する。
③観測施設
日常より保守点検を行うとともに、異常値及び欠測が生じた場合は、速やかに復旧を行う。
④河川浄化施設
○草津川浄化施設
水質を改善するために、土壌による浄化を継続運用する。
○天野川浄化施設・天神川浄化施設
水質を改善するために、礫と曝気による浄化を継続運用する。
○寝屋川揚水機場
大阪府が管理する寝屋川の水質改善のために、淀川からの導水する浄化施設の継続運用をする。
⑤河川管理施設の操作
河川管理施設操作の確実性の向上
○樋門･排水機場などの河川管理施設を、光ファイバー網で結ぶことにより、操作に必要な河川情
報の正確且つ迅速な伝達・共有化を図る。
○水門、排水機場等の操作について検討し、遠隔操作等により河川管理施設等の管理の高度化
を実施する一方、異常事態に備えたバックアップ体制を堅持する。
○排水機場や水閘門及び樋門等の集中管理体制を上野遊水地では継続実施し、淀川下流部で
は検討する。
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●概要
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●具体的な整備内容

１）堤防・護岸

③堤防除草後の刈草の処理については再
資源化処理方法を継続検討の上実施する。
なお、堤防除草に当たっては、河川環境や
住民の生活環境に配慮する。

堤防等の除草

●スケジュール

●検討・実施内容

直轄管理区間

・堤防除草延長 約６２０ｋｍ

・除草面積 延べ面積 約１５百万㎡

事業費

除草費 約１６億円／年

実施

H15 H17 H19 H23H21 H25

継続実施

■堤防除草

■刈草の処理（１）

○移動焼却車の導入

・平成15年度 ： 移動刈草焼却車の試験運用

・平成17年度以降 ： 有効性確認の後、追加配備

・平成25～30年度 ： 新リサイクル技術への転換

○その他

現地焼却処分

処理場処分 → リサイクル化へ検討・試行

刈草焼却処理

↓

・移動焼却車の導入

・堆肥化等リサイクルの検討

↓

試行実施
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●概要

河川の維持管理を地域との連携により協力して
実施することにより

●現地情報の共有によるきめ細かな維持管理の実施。

●現地に密着した問題等に早期の対応が図れる。

●維持管理経費の縮減効果がある。

●ゴミ等の不法投棄や不法占用等による堤防等施設の機能低下防止

●貴重植物の生育環境などの河川環境の維持。

●地域住民における河川愛護精神の向上。

●ゴミ等の不法投棄や不法占用等による環境悪化の防止。

等

●委員会等からの意見
地域住民等との連携事業は、必要に応じ予算を計上し効果的に事業を推進することが望まし
い。実施に際しては、以下の点に配慮されたい。
・今後住民団体と合同で調査を行う場合には、貴重な草花のみでなく河川の自然植生の把握
につながるような調査を実施するべきである。
・住民による園芸種の草花の植栽活動が河川への外来種の導入につながらないよう注意す
ること。
・ゴミ等の不法投棄防止など、住民と連携した維持管理活動がさらに望まれる。

●進捗状況報告（淀川）
継続実施中
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●進捗状況報告

○その他の河川管理施設
・老朽化している下ノ浜樋門の改築については堤防補強工事と一緒に改築を実施する。

2)機場上屋

大川側外壁のひび割れ

・中性化・乾燥収縮による劣化
・水平剛性が低く、改善

CON
調査

補修
対策
検討

補修対策を設定
ひびわれ
：樹脂注入工法
外壁
：弾性吹付材
内壁
：塗布浸透型

防錆材

耐震
対策
検討

耐震対策を設定

壁補強
：耐震壁の新設
柱補強
：炭素繊維巻補
強

工事完了した外壁

※検討を行った補修・耐震対
策に基づき、平成15年度から
工事に着手し、平成16年度
に完了する予定である。

3)機械・電気設備

調査 劣化状況等を調査

機械
設備
対策
検討

各設備に対策の緊急度を設定
し、補修整備計画を設定
・ポンプハブカバーの改良
・水路切換ゲートの
補修・点検設備の設置 等

電気
設備
対策
検討

・特高引込開閉所の嵩上げによ
る浸水対策
・特高引込ケーブルの更新
（従来の劣化診断で判定）

・高圧配電系統の二重化

検討
継続

排水機場の、現状の排水機場能力
（浄化・排水）の必要性・見直しにつ
いての調整結果を踏まえ、機械電気
設備の更新等について、検討を継続
する。
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•瀬田川洗堰
［機械設備］

瀬田川洗堰のゲートは、老朽化により腐食が進行し、維持管理費が増大しているこ
とからステンレス化を行い、設備の改善・改良とあわせて施設の長寿命化を図る。

維持－１－４ 15/32

●進捗状況

・瀬田川洗堰の老巧化したｹﾞｰﾄの更新は、平成１１～１６年度にかけて全て完了。
・河川構造物の定期的な点検を実施。

●今後の見通し等

・河川構造物の定期的な点検を行い、損傷部については、調査・検討を行い老巧化対策を
継続して実施する。
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●進捗状況

瀬田川洗堰では、平成１１年度より老朽化対策として、
ゲート設備の改修を実施している。

○ 扉体のステンレス化

○ 維持修繕費の縮減

○ ライフサイクルコストの縮減
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●概要

◆ 歴史的・文化的価値ある施設を保存していくことは？
明治以来の先人達の努力による近代の河川事業により治水・利水の安全が図られてきた
ことにより、現在の国民の安全が確保され国の経済発展の基礎を築いてきたことは評価さ
れるべきことである。そして、このような歴史的経緯を伝承していくことは、現在、その恩恵を
受けている我々国民の責務というべきものであり、これからの技術者等に対しても模範とな
るものといえる。また、これらを活かした地域性溢れる街づくりや川づくりが行われ、身近に
ある土木遺産としての施設が、文化的価値ある施設として親しまれるようになれば、地域の
憩い（レクレーション）の場となり、さらなる川への興味やイメージを高揚させることができる。

今後とも、このような歴史的土木施設を保全し後世に伝承する

ためにも定期的な点検整備と計画的な維持修繕を実施していく。

●委員会等からの意見

歴史・文化的価値のある施設の保全は、河川や河川行政についての理解を深めるために
大変意義があり、積極的に推進する必要がある。
歴史・文化的価値のある施設の保存、公開を通じて近代河川事業のあゆみを後世につたえる
事業は河川や河川行政について理解を深めるために大変意義があり推進するべきである。
【淀川部会】
基礎案に掲げられた方針は概ね適切であるが、委員会が基礎原案について述べた意見を再
度検討・反映して事業を実施する必要がある。
維持・修理・保全にあたって、地域の人々が参加して管理者と景観・周辺整備や利用につい
て協議・協働するしくみや場を設けることが望ましい。
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●進捗状況（淀川）

現在、国営公園としての供用開始に向け、旧毛馬閘門案内のサイン工事実施中。

●進捗状況（琵琶湖１）

南郷洗堰の保全に向けた保存・利活用方法の検討を実施しているところである。
施設を確実に後世に伝承していくため、現在の構造諸元、基礎地盤状況を確認するととも
に老朽化を考慮してコアサンプリングによる各種強度試験及び外観調査による構造物診断を
行い、必要な構造計算を実施している。

また、南郷洗堰の保存・利活用方法について、沿川地域住民の方々の意見を十分に反映
できるよう地域住民の方々への一般アンケート調査及び沿川自治会、ＮＰＯ法人などへの団
体ヒアリングを実施している。
これらで寄せられた意見等を踏まえ、公募により参加して頂いている沿川住民の方々、アド
バイザーとしての学識者及び河川管理者で構成するワークショップを開催して保存・利活用
のあり方、住民主導による南郷洗堰の後世への伝承方法及び地域の憩いの場とするための
取り組みなどの検討を行っているところである。
第１回・・・・平成１８年１月８日
第２回・・・・平成１８年２月５日
第３回・・・・平成１８年３月１２日

＜ホームページ http://www.biwakokasen.go.jp/rivers/seta/sluice/workshop.html 参照＞

南郷洗堰の保存・利活用方法の検討手法については、瀬田川水辺協議会にも報告して了

承されており、今後も検討の進捗に合わせて協議会に諮っていく予定である。
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●概要

水文観測所の観測施設、観測機器の適正な維持管理を実施することにより、水文観測
データの精度が保たれる。

水文観測所の適正な維持管理

●具体的な整備内容

日常より保守点検を行うと共に、異常値及
び欠測が生じた場合は、速やかに復旧を行
う。

●スケジュール

H15 H17 H19 H23H21 H25

継続実施

●検討・実施内容
雨量観測所 ９８箇所
水位流量観測所 ８５箇所
水質自動監視装置 １８箇所

合計２０１箇所

・全体事業費 約１．３億円/年(年間維持費)

実施

水位観測所内部

（自記紙の点検状況）

転倒ます型雨量
計

水質観測所内部
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●概要
我が国は、もともと災害の受けやすい地形・気象条件下にあるため、毎年各地で、台風や集
中豪雨による水害や水不足が発生しており、深刻な問題となっている。
また、近年潤いある水辺環境への期待も高まり、平常時における豊かな水量の確保等、河
川環境の改善が求められている。
このような諸問題に対応するためには、雨量、流量、水質等の水文水質の観測を恒常的か
つ的確に収集し、その状況を把握することが必要である。

国土交通省では全国の主要河川とその流域において、雨量、水位、流量、水質等に関する
水文観測を実施しており、その成果を河川等の計画立案、工事の実施及び維持管理等の重
要な基礎資料としての活用のみならず、これらのデータは国土調査、学術研究等の目的でも
幅広く利用され、またインターネットでも国民へむけて情報提供を行っている。

上記目的を達成するために、欠測が少なく適正な観測を行う必要があり、水文観測所の観
測施設、観測機器の維持及び管理を日常より適切に行うことが重要である。

●委員会等からの意見
水文観測所の維持管理は、河川管理の原点として、重視する必要があり、最新の観測設
備を導入するなどして、つねに機能保全をはからなければならない。
雨量、水位、流量、水質等の観測には観測点の拡充をはかるとともに、24時間リアルタイム
自動観測・記録・データ公開システムの導入に向けて推進する必要がある。

●進捗状況報告

保守点検、データ整理および観測データの検定、老朽化した観測機器の交換等を継
続的に行っている。
２４時間自動観測については既に実施済み。そのうちテレメータ設備のある観測所に
ついては、速報値としてインターネットで公開している。

具体的な整備事例としては、御幸橋水質観測装置の補修や荒木水位観測所デジタル
測定柱（第２柱）の更新等、実施している。
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●概要

天神川浄化施設

●委員会等からの意見
既設の河川浄化施設は、その効果と長期的な運用コストについての検討が必要である。
河川浄化については流入汚濁負荷量の軽減と河川流路の浄化機能向上が基本である。河
川浄化施設を新たに設置するときは、事前に事業の費用対効果の検討が必要であり、既設
の河川浄化施設はその効果と長期的な運用コストについての検討が必要である。さらに浄化
施設の機能の向上に努めるべきである

●進捗状況報告
継続実施中














